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『自立』???

「自立」には主に４つの種類があると言われています。
①「身体的自立」
②「精神的自立」
③「経済的自立」
④「社会的自立」

 自律

▶ 他からの支配や制約を受けずに、自分自身で立てた規範に従って行動すること。

＜対義語＞；他律（自らの意識によらず、他からの命令や強制によって行動すること。）

 自立

▶ 他への従属から離れて、独り立ちすること。

＜対義語＞；依存（他に頼って存在すること。）



『望む暮らしの実現』
のための
生活機能維持・向上

を実行する。
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自立支援を進めるプロセス



ICFの構成要素間の相互作用





「今」だけの支援から
「これから」の支援へ



ケアマネジャーの思考に「ナッジ」

人々の行動を「ヒジで軽く相手をつつくように」変えるのが
「ナッジ」と呼ばれる行動経済学の理論だ。これを提唱
したのは、2017年にノーベル経済学賞を受賞したリチャード・
セイラー博士である。


